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【はじめに】当クリニックでは 2004 年よりフットケアに取り組み、足病変の早期発見や感

染予防及び患者自身のセルフケアに対する意識向上に成果を上げきた。しかし糖尿病患者や

長期透析患者の増加により、現行のフットケアのみでは患者の足を守ることは些か困難な状

況であり、歩行による荷重や不適切な靴の着用により、容易に足トラブルを発症する例も少

なくない。そこで足の歪みを補正し、歩行時の足への圧力の免荷や摩擦を回避、胼胝の予防

など、足の保護に効果的と思われるフットウエア作製に取り組んだ。 
【方法】まず医師を含めたスタッフ 24 名全員がフットウエアを作製する専門機関の勉強会

に参加し、製作工程の体験などを通じてフットウエアの効果や重要性を認識した。その後、

通院透析患者を対象にフットウエア見学会を開催、義肢装具士による説明とフットウエアを

実際に見て、その効果・重要性について理解を促した。 
その後フットウエア作製を目的としたフットウエア外来を月に 2 回のペースで開設した。 

  
【結果】初回は 6 名の透析患者がフットウエアを作製し、その後も必要とされる患者へは随

時アプローチし、専門機関にてフットウエア作製が行われている。フットウエアを作製した

患者からは「とても歩きやすくなった」、「長い距離を歩いても疲れない」などの声が聴かれ、

胼胝や靴擦れの予防もできている。 

   
 



   
 
【症例①】 

   

   

   



フットケアからフットウエア作製へ 

   
 
【まとめ】まず医師を含めたスタッフ全員がフットウエアの効果や重要性を理解することで、

患者への対応もより説得力の有るものになった。また院内でのフットサポートセンターによ

る展示会と足の相談会を 5 週間に渡り行った事で、興味を持った患者が参加し易くなったこ

とが、スムーズなフットウエア導入が行えた大きな要因と思われた。 
 今後もフットケア及びフットウエアを並行して行い、患者の足を守るために活動を続けた

い。 
 


